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第５章

環 境 配 慮 技 術
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１　事業毎の環境配慮事項の検討
　　

　事業の種類毎に，環境に配慮する事項は異なります。

　この章では，主な７事業種（①道路・街路②港湾・漁港・海岸③河川等④砂防・治山⑤農業・農

村⑥公園⑦建築物）について，事業の計画，工事の実施，供用の際に想定される環境への影響や，

検討すべき環境配慮の項目を示し，各項目に関係する環境配慮の技術について解説しています。

　環境配慮事項を検討する場合には，計画段階に事業の流れ全体を視野に入れ，環境配慮の検討を

行っていく必要があります。そのため，事業別に環境影響を整理し，対応した技術を掲載していま

す。次ページ以降の見方については，次のとおりです。

　　　　　

　　　①　左ページを参考に，事業の流れに沿って，必要な環境配慮の内容を把握します。

　 　 ②　右ページで事業別環境配慮指針の個別配慮事項と，対応する配慮技術のﾍﾟｰｼﾞを確認します。
　 　　③　環境配慮技術のページを参考に環境配慮の導入について具体的に検討を行います。
     　　※なお，環境配慮の内容の把握・検討は，計画段階において事業全体について行います。
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大：大気環境，水環境の保全

廃：廃棄物の発生抑制，

　　リサイクルの推進

地：地球温暖化の防止

省：省資源，省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進
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※　この章では，事業別環境配慮

指針に基づき，環境配慮技術を

整理しています。

　　環境配慮事項番号欄に番号

が記載されていない事業につ

いても，参考になる環境配慮技

術が記載されていることがあ

ります。
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